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事業所紹介 『第 2 弾』 は 大手町病院です♪ 

 

【⾧下肢装具を使用したリハビリテーションを実施】 

            ～脳卒中治療ガイドライン 2015 でも早期からの装具を用いた歩行練習を推奨～ 

当院においても十分なリスク管理の下、 

 可能な限り装具を用いた早期歩行練習を開始しています。 

重度運動麻痺を呈する場合でも下肢装具にて運動の 

自由度を制約し、運動制御を単純化することで歩行練習を 

可能としています。 

当院では油圧式足継手付⾧下肢装具（Gait Innovation 

:GI Pacific supply 社製）をはじめ様々な装具を 

取り揃えており、患者様の状態に合わせて処方、練習を実施し 

歩行能力獲得を目指し介入しています。 

 

 

【新しいスプリント材の導入】 

 

手指損傷患者の増加に伴い今回新しくスプリント材を導入しました。 

             低温の熱可塑性ニット素材であり、従来使用していた素材に比べて 

             短時間で作成が可能となりました。 

             主に手指損傷された患者さんに作成しています。 

             今後も手外科医師と協議し様々な疾患に対して 

スプリント治療を実施していきます。 

【オルフィキャスト 3・6 ㎝】 
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